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要　　　旨
2000（平成12）年，新潟県十日町市を中心とする６市町村が「大地の芸術祭
――越後妻有アートトリエンナーレ」を開催，好評を得た。新潟県の中山間地域
において現代アートを繰り広げる催しで，地域にある空き家や廃校，さらには田
や畑が作品の展示会場として活用されている。国内外から芸術家が参加し，地域
住民のみならず都会からのボランティアの協力などにより運営されているアート
の祭り，アートプロジェクトである。
妻有トリエンナーレはその後３年ごとに開催され，直近の2012年の開催では，
310組（44か国・地域）のアーティストが参加，出展し，49万人の来場があった。
このようなアートプロジェクトは，地域文化の振興のみならず，地域経済の活性
化に寄与する催しとして着目され，全国各地において開催されるようになってき
ている。
群馬県においても吾妻郡中之条町において，妻有トリエンナーレとほぼ同様な
方式により，2007年から「中之条ビエンナーレ」が今までに４回にわたって開催
されている。
本稿では，中山間地域におけるアートプロジェクトの実例の一つとして中之条
ビエンナーレを取り上げ，その現状や課題を検証するものである。
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はじめに
新潟県十日町市のほくほく線まつだい駅近くに「まつだい農舞台」がある。まつだ
い駅と連結した「まつだい雪国農耕文化村センター」（2003年開設）と，その南側に
広がる田畑，森林，遊歩道，そしてアートを内包した里山（フィールドミュージアム）
の総称である。文化村センターには展覧会場やイベントスペース，レストラン等があ
り，その周囲には，例えば，南側の水田には，農作業を行う農民や農耕馬を表現した
作品が設置されるなど，芸術作品が配置されている。ここは，2000（平成12）年から
３年に一度開催されている「大地の芸術祭―越後妻有アートトリエンナーレ」の拠点
的な施設である。日本のどこにでもあるようなごく普通の里山と現代アートの組み合
わせは，決してミスマッチではなく，意外に合っており，何ともいえない面白さが感
じられるエリアである。
妻有トリエンナーレは，その後の瀬戸内国際芸術祭など，地方都市や中山間地域
（条件不利地域と言い換えてもよいが）で開催されるアートプロジェクトの先駆とな
った催しである。群馬県では，吾妻郡中之条町において，中之条ビエンナーレがすで
に４回開催されてきている。アートプロジェクトは，比較的集客力もあり，地域や地
域住民と密着して開催されているところから，地域文化の振興や地域経済・社会の発
展に寄与しているとされている。
本稿では，条件不利地域におけるアートプロジェクトの事例の一つとして，中之条
ビエンナーレについて，その現状と課題について検証してみたい。
＊アートプロジェクトは，アートイベント，アートフェスティバルともいわれているが，
本稿では，アートプロジェクトと呼称することとした。
１　地域とアート
戦後の日本においては，1950年代，戦災からの復興が進むなかで，主に都市におい
て駅前広場や公園などに野外彫刻が置かれるようになり，「平和」や「自由」などを
テーマとした人物像の設置が進められた。
1960年代に入ると，美術作品としての野外彫刻が登場してくる。
山口県宇部市は，「日本における地方公共団体による，いわゆる『彫刻のある街づ
くり』事業の第一号」（竹田直樹「アニメの像 VS. アートプロジェクト」（公人の友
社））とされている。当時，宇部市は石炭産業による公害や無秩序な市街地開発によ
り都市環境が大幅に悪化していたため，1958（昭和33）年，宇部駅前にセメント像を
購入，設置したところ市民の好評を得た。1960（昭和35）年から「宇部を彫刻で飾る
事業」を開始し，２年に１回，野外彫刻展を開催，毎回数点を宇部市が買い取り，市
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内に設置する事業が進められた。68年からは神戸市においても同じ手法で事業が進め
られたとのことである。（前掲書）
1970年代半ばになると「地方の時代」，「文化の時代」が提唱され，地方自治体が
「文化行政」に着手し，「行政の文化化」という言葉も登場し，地方行政において文化
政策が重要視されるようになる。こうしたなかから，地方美術館や博物館が各地で建
設されとともに文化会館，文化ホールの整備も急速に進んだ。また，全国の都市にお
いて公園や緑道の整備も進み，彫刻などの芸術作品が積極的に設置されるようになり，
やがてこれらは，パブリックアートと呼称されるようになる。バブル経済の崩壊とと
もにパブリックアートに経費を割くことは，一時ほど多額ではなくなったとはいえ，
公共施設に彫刻やモニュメントなどを併設するのはごく普通のこととなって現在に至
っている。
1980年代に入るとアーティストが地域とかかわる形で国際芸術祭や○○美術展とい
った催しが各地で開催されるようになる。82年から始まった世界演劇祭利賀フェステ
ィバルは，演出家鈴木忠志（劇団「早稲田小劇場」主宰者）と当時，劇団が活動拠点
としていた富山県利賀村とが協力して開催したもので，国内外から多くの観客が利賀
村を訪れた。88（昭和63）年に山梨県白州町で始まる「アートキャンプ白州」もその
一つの事例である。舞踏家の田中泯を中心とする芸術家集団が農村の一角を会場に開
催した舞踏，芸能，音楽，美術が一体となったイベントである。
また，1991（平成３）年にクリスト＆ジャンヌ＝クロードが茨城県常陸太田市，美
里町において行った「アンブレラ・プロジェクト」は，テレビニュース等でも紹介さ
れたことで，多くの観客を集めた。筆者は当時，テレビで見ただけであるが，農村地
帯にたくさんの傘を並べた光景は大きな反響を呼んだことを記憶している。（日本と
アメリカ・カリフォルニアとの同時イベン
ト）
2000（平成12）年になり，第１回「大地
の芸術祭―越後妻有アートトリエンナー
レ」開催されることになる。
右は，国内の主な国際展・芸術祭を図示
したものである。（朝日新聞，2014年11月
12日）
ヨコハマトリエンナーレのように都市部
の美術館などを利用した催しと，越後妻有
アートトリエンナーレのように地方で地域
内に多くの会場を設け，作品を分散して展
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示する催しに分けられる。
石川県金沢市の中心部，市役所の近くに「金沢21世紀美術館」がある。2004（平成
16）年に開館した美術館で，開館後すでに10年が経過した。「新しい文化の創造」と
「新たなまちの賑わいの創出」を目的に金沢市が建設した施設である。展示の中心は
現代美術で，年間の有料ゾーンの入場者数が約35万人，無料ゾーンの展示等を見るた
めに訪れた人を含めた総入場者数では，実に年間150万人となっている。金沢市が北
陸の中核都市であり，兼六園等の観光地をもつ都市であるとはいえ，多くの人々を集
めている美術館である。
また，2008（平成20）年に開館した青森県十和田市の「十和田市現代美術館」も脚
光を浴びており，地方都市においても現代アートを展示する施設が拡充されてきてい
る。
２　大地の芸術祭―越後妻有アートトリエンナーレ
第１回の越後妻有アートトリエンナーレは，2000（平成12）年７月20日から９月10
日の53日間にわたって開催され，来場者は16万人を超えた。関係市町村は，十日町市，
川西町，中里村，津南町，松之山町，松代町の６市町村。全体面積は約760平方キロ
メートルであり，東京23区（621平方キロ）より少し広い地域で繰り広げられた催し
である。当時の圏域人口は約７万７千人であるから第１回の来場者は，その２倍を超
える人数であり，催しとしては成功したと捉えてよいのではないだろうか。（2005
（平成17）年，津南町を除く十日町市等５市町村が合併して十日町市となり，現在は，
十日町市と津南町の２市町で開催している。）
妻有地域は，中山間地に位置し，日本を代表する豪雪地帯であり，文字どおり典型
的な条件不利地域といってよい場所である。このような場所で，アートプロジェクト
が成功をおさめたことは，画期的なことではないだろうか。
妻有トリエンナーレは，新潟県が1994（平成６）年に策定した第５次新潟県長期総
合計画において広域行政圏を対象とした県独自の支援事業である「里創プラン」に端
を発している。これにより十日町地域においては「越後妻有アートネックレス整備事
業」が計画され，大地の芸術祭はその中のソフト事業の一つとして掲げられたもので
ある。
里創プランを受け，1997（平成９）には，「大地の芸術祭実行委員会」が発足，①
越後妻有大地の芸術祭，②ステージ整備事業，③花の道事業，④越後妻有８万人のス
テキ発見の四つの事業がスタートする。98（平成10）年には，十日町の越後妻有交流
館・キナーレ（現在の越後妻有里山現代美術館キナーレ）や松代のまつだい雪国農耕
文化村センター（まつだい農舞台）などの建設が始まっている。97年には，越後妻有
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トリエンナーレの総合プロデューサーとして一貫してこのプロジェクトを率いてきた
北川フラムが，すでにディレクターとして就任しており，芸術祭開催に向けての準備
が始められている。
越後妻有トリエンナーレはその後すでに５回開催されており，直近の2012（平成24）
年には，約49万人の来場者を数える催しに成長している。参加アーティストも第１回
の138人（32か国）から310組（44か国・地域）に増加している。
また，参加集落は，当初は28集落であったが，トリエンナーレが実際に開催された
ことにより，催しへの理解が深まり，第５回大会では102集落が参加するなど，受け
入れ集落も大きく拡大してきている。また，「こへび隊」とよばれる外部から参加す
る学生を中心とするボランティアも拡大するとともに，アーティストも作品の制作等
を通じて地域とのつながりを深めてきている。
資金面では，大地の芸術祭が新潟県の計画における位置付けで開始されたこともあ
り，県が，当初から10年間にわたって補助することとなっており，第１回が２億８千
万円，第２回２億２千万円，第３回１億６百万円が補助金として交付されている。こ
のため，県補助金が打ち切られる第４回は継続の危機もあったようであるが，第４回，
第５回は自主財源による運営を行っており，総合プロデューサーに福武總一郎が就任
し，福武財団による財政支援を得て開催が継続されている。
また，ステージ整備事業として建設されたキナーレやまつだい農舞台は第２回大会
からは，単に展示会場としてではなく，パスポートやプログラムの販売場所が設置さ
れ，トリエンナーレ開催の拠点としての役割を担うようになった。特に，十日町の中
心市街地に位置するキナーレは，現在では，常設美術館としての機能を担うようにな
っており，越後妻有トリエンナーレを象徴する施設となっている。
越後妻有トリエンナーレがマスコミ等を通じて脚光を浴び，多くの来場者を集めた
ことで，アートプロジェクトが全国各地で展開される契機となり現在に至っている。
田　中　一　雄
112
写真１：まつだい雪国農耕文化村センター「農舞台」
写真２：「農舞台」近くにある展示作品
（イリヤ＆エミリア・カバコフ「棚田」，2000年）
（第１回トリエンナーレの参加作品で常設展示されている恒久作品）
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３　中之条ビエンナーレ
（１）中之条町の概要
群馬県吾妻郡中之条町は，群馬県の北西部に位置しており，新潟・長野県に接する
県境の町で，面積は439.28平方キロメートル，人口17,429人（2014年11月末日現在）。
森林が面積の８割以上を占めており，平坦地は少ないものの南部は比較的平坦で古く
から市街地が形成されるなど，吾妻郡の政治，経済，文化，交通の中心として 発展
してきた町である。2010（平成22）年には旧中之条町と旧六合村が合併し，現在の中
之条町となっている。
町内をJR吾妻線や国道145号，353号が走っており，首都圏まで特急で２時間10分，
関越自動車道を利用して３時間の位置に
ある。
産業は，農林業が中心であるが，北部
は，風光明媚な三国山系の高峰がそびえ，
上信越高原国立公園に指定されており，
四万・沢渡・尻焼などの温泉地があるこ
とから，観光業も盛んな町である。
写真３：「越後妻有里山現代美術館キナーレ」中庭の参加作品
（クリスチャン・ボルタンスキー，2012年）
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（２）中之条ビエンナーレ開催の経緯と経過
1995（平成７）年，群馬県が，県人口200万人達成記念事業として群馬県出身の小
栗康平監督による映画「眠る男」を製作した。映画製作にあたっては，当時廃校とな
っていた中学校（旧町立第四中学校）の建物を編集スタジオ，宿泊室として活用する
ともに，旧体育館に屋内セットを設置，また，校庭にはオープンセットを設置するな
ど，中之条町が記念映画製作の拠点となった。
映画「眠る男」の美術監督を務めたのが，小栗監督の友人で日本画家の平松礼二で
あったが，1998（平成10）年，平松は，中之条町の廃旅館を活用して若手芸術家の育
成を目的として「吾妻美学校」をスタートさせた。美術系大学を卒業した芸術家を中
心とした１期２年のコースであったが，１期生17名は，中之条町における作品制作と
住民との交流を図るなどした後，都内で展示会を開催した。
こうして「美学校」が続いてきたが，５期生（2006～07年）６名は，中之条町にお
いて学びながら発表の場が東京であることに疑問を感じていたとのことであり，町内
における展示を模索していた。その５期生の一人が現在も中之条ビエンナーレ開催の
中核にいる山重徹夫である。2006（平成18）年夏，山重は当時中之条町長であった入
内島道隆に提案し，町長以下の町職員が若手芸術家たちとともに当時開催中であった
妻有トリエンナーレの視察に訪れた。トリエンナーレを見た入内島は，その時の感想
を「現代アート等門外漢でしたが，里山の原風景に現代アートが不思議なコントラス
トをもたらし，輝いていたのです。里山再発見でした。」（2012年12月31日，上毛新聞
「視点オピニオン21」）と，述べているが，この視察を契機として，中之条町において
アートイベント開催に向けてのプロジェクトが具体的に始動することとなった。
写真４：伊参スタジオ（中之条町）
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こうして，現代アート作品を通じて，町外からの来場者だけではなく，町民にも街
の魅力を再発見，再認識してもらうことを目的に，第１回中之条ビエンナーレが，吾
妻美学校５期生６名と町にゆかりのある作家等10名による「中之条ビエンナーレ実行
員会」（事務局は役場内）が主催して2007（平成19）年９月15日から24日間にわたっ
て開催された。参加作家58名，来場者48,000名であった。
その後，２年ごとに開催されてきており，直近の2013（平成25）年は，会期32日間，
参加作家113組，来場者33万９千名となっており，第１回に比較すると参加作家，来
場者ともに大幅に増加してきている。
写真５：中之条町ふるさと交流センター「つむじ」（2013年）
※中之条ビエンナーレのセンターとなる施設。手前の池には作品が展示されている。
図１　中之条ビエンナーレ開催実績
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＊図２は，中之条ビエンナーレ，妻有トリエンナーレの来場者の推移をグラフにした
ものである。来場者数のカウントについては両者が同一方式でカウントしているとは
限らないので，単純に比較はできない。開催を重ねることでの来場者の変化を図示し
たものである。
（３）中之条ビエンナーレと地域
中之条ビエンナーレは，地域にある廃校や廃屋，空き店舗などを会場として活用し
てきている。
既述したように中之条ビエンナーレ開催の起源ともなったのは，群馬県人口200万
人記念映画「眠る男」の製作であった。その製作拠点であった旧中学校の建物は，そ
の後「伊参スタジオ」と命名され，旧校庭も含め「伊参スタジオ公園」となり，町が
管理しているが，現在ではこの場所もビエンナーレ会場の拠点の一つとなっている。
このほかにも廃校となった小学校の分校なども活用されている。かつて教室であっ
たところを展示室で使用することはもちろん，校庭も大規模の展示施設として活用で
きるため，利用しやすいようである。
このほか，地域の集会施設なども活用されているとともに，古民家なども会場とし
て使用されている。また，町の中心部にかつてあった酒造会社の酒蔵やパチンコ店で
あった店舗跡なども使用されてきている。
2010（平成22）年に中之条町と合併した旧六合村（現六合地区）に，国の重要伝統
的建造物群保存地区として指定されている赤岩地区があるが，ここに所在する湯本家
住宅や旧中之条町大道地区にある国指定重要文化財の富沢家住宅なども会場として使
用されてきている。六合地区には，1971（昭和46）年に廃止された国鉄太子線の太子
図２　中之条ビエンナーレ、妻有トリエンナーレの
来場者の推移
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駅跡があるが，この場所も会場として使用されている。また，道の駅霊山たけやま，
花の駅花楽の里なども会場となっているが，ここでは，周囲の景観を利用した大規模
な作品展示が行われている。
写真６：「大気の住拠―木（気）の流れ―」
（石坂孝雄，2013年，広い会場の使用例，会場は丸伊製材）
写真７：「自然という傘」
（半谷学，2013年，景観を利用した例，会場は花の駅「花楽の里」）
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総合プロデューサーの山重徹夫によれば，中之条町のような地方での開催は，例え
ば学校の校庭が使用できるなど，芸術家にとって，広い会場で作品を制作し，展示で
きることが非常に魅力的であるとのことである。大都市部での開催では不可能な広い
場所を提供できることが中山間地域において開催することの利点でもある。
また，その一方で，地域にある多様な施設や場所を展示会場として利用することは，
参加作家や町外からの来訪者だけでなく，町民に地域資産を再発見，再認識してもら
う良い機会となっているようである。
（４）中之条ビエンナーレと住民
中之条ビエンナーレでは，開催準備や開催期間において会場となる集落の住民に
「作家の展示の手伝い」や「会場受付」などの協力を得て開催してきている。
地域によっては，単に手伝いだけでなく，「漬物」や「おやき」といった手作り品
を販売したり，ガイドを行うなどの取り組みも行われている。
筆者が中之条町中心部のある会場を訪れた際に，受付にいた女性に尋ねたところ，
当番制で会場の担当を務めているとのことであったが，勤めに出ている女性が増えた
ことで，昔のように女性たちが会う機会が減っており，ビエンナーレの当番で久しぶ
りに知人と会ったりすることができるとのことであった。「知り合いとしばらくぶり
に会って，ゆっくり話ができて良かった。」とうれしそうに話していた。
また，第３回，2011年のビエンナーレは夏休み期間中に開始されたが，この時訪れ
た際には，会場の受付を親と一緒に小学生も手伝っており，別会場への行き方を教え
てくれるなど，子供たちもビエンナーレの運営に楽しそうに携わっていた。
このほか，例えば，根広地区では地域公民館を作家の宿泊施設として開放するなど
の取り組みもなされている。
このように，ビエンナーレは，「住民と住民」，「住民と来場者」，「住民と作家」と
の交流が図られる場となっており，地域コミュニティの活性化にも貢献しているもの
と思われる。
また，ビエンナーレが継続されてきていることで，文化によるまちづくりに関心を
持った住民が増加し，若者や婦人会，老人クラブや趣味のサークルなど，地域住民に
よるボランティア活動も盛んになってきているとのことである。
（５）中之条ビエンナーレとその効果
2013（平成25）年に開催された第４回ビエンナーレを見るために中之条町の中心市
街地に近づいた時に驚いたのは，歩いている人が非常に多いということである。中之
条町は他の中山間地の町村同様，クルマ社会であり，歩いている人が極めて少ないの
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が普段の光景であるが，それとはまったく違った光景であった。それも，地方ではあ
まり見かけることのない服装というか雰囲気を持った人が多いということである。中
之条ビエンナーレが回を重ねること４回を数え，知名度が上がってきたことを実感し
た瞬間であった。
具体的な経済効果としては，催し開催による物品購入，物販販売，印刷物や広告物
の作成のほか，製作，展示のため作家の滞在費用はもちろん，来場者の飲食や宿泊，
クルマでの来場による給油などの直接的な効果，さらには，旅館・ホテルや土産物店
の経営者のモチベーションの向上，地元雇用の増加などの間接的効果が挙げられる。
中之条ビエンナーレ実行委員会によれば，2011年の開催では，５億円程度と見込んで
いるとのことである。また，町内最大の観光地である四万温泉などからは，２年に１
度ではなく毎年の開催を求める声もあるようである。
図３は，ビエンナーレ来場者の平均消費項目を示した図である。一人平均総額で約
36,000円を消費しており，宿泊費が43％，交通費が17％等の割合となっている。
2013年の来場者の状況を見ると，町内が４分の１，県内が４割強，関東地区からの
来場者約４分の１となっている。（関東地区以外からは約５％）
１回目の来場者は，町内が中心，２回目には東京等首都圏のアート愛好者が増加し，
３回目から若い年代や子供連れ，カップルなど２回目までにはなかった層の来場者が
飛躍的に増加したとのことである。中之条ビエンナーレが広い層に支持され，催しと
して定着してきた証左ではないかと思われる。
年代別には，20，30歳代が合わせて約40％，40，50歳代が合わせて約40％となって
おり，年代別では30歳代，40歳代が多いものの年代別な大きな偏りはなく，幅広い年
代が来場している。男女別では若干女性が多くなっている。
図３　中之条ビエンナーレ来場者の平均消費項目
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また，ビエンナーレ開催により，テレビや新聞などのメディアへの中之条町の露出
が飛躍的に増加しており，町のイメージアップに大きく寄与しているものと思われ
る。
また，ビエンナーレを契機として作家やクリエーターの町への移住や町出身者のＵ
ターンも生じており，10名を超える人が町へ移住してきている。
（６）中之条ビエンナーレ――その課題と展望
ア　財政面
ビエンナーレを継続していくためには，一番大きな課題は，やはり資金面の問題で
あろう。このような文化的な催しが独立採算で黒字経営となることは，まず困難であ
り，地元自治体の支援は欠かせない。地元からの助成を得るためには，町民の合意が
必要であるから，町民にも親しまれる催しにしていかなければならない。
図４　歳入の推移
図５　歳出の推移
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図６は，中之条ビエンナーレと妻有トリエンナーレの歳入の費目別の比較であるが，
入場料収入でみると，中之条の方が高い比率となっている。中之条ビエンナーレでは，
2013年の第４回のときに初めて入場料を有料とした（1,000円で期間内有効で，何回
でも入場できる。）。結果的には歳入の４割近くを入場料が占めており，１回だけの実
績で判断することは拙速かもしれないが，うまく有料制に移行したといえそうであ
る。
イ　アーティストと住民・地域――アーティストの定住に向けて
次にアーティストと地域との関係についてみてみたい。中之条町ではＩターンも含
め10名程度のアーティスト等が移住してきているとのことであるが，こうした芸術家
が町内に増えることで，例えば展覧会や音楽などのイベントやワークショップなどを
恒常的に開催することが可能となる。長期的に見れば町の芸術文化の向上に寄与する
ことが期待される。また，アーティストが町民と親しくなることで，作品発表のフィ
ールドが拡大することも期待できる。2013年のビエンナーレで飯沢康輔は岩本上古民
家を利用して，屋根に穴をあけて樹木を上から吊るすという大掛かりな作品を展示し
た。飯沢は１１年のビエンナーレ参加を契機として中之条町に移住した作家である。
地域に人たちとのつながりが形成されたから，このように古民家を自由に利用しての
作品展示が可能になったものと思われる。
図６　歳入の比較
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しかしながら移住した芸術家が地域で暮らしていくためには，ある程度の生計が成
り立つ必要がある。現状として芸術だけで生計を立てていける作家はごく一部であり，
何らかの形の支援が必要である。2010（平成22）年に中之条町ふるさと交流センター
「つむじ」がオープンし，ビエンナーレの実行委員会等のメンバーが町の嘱託職員と
なって「つむじ」の運営に携わったが，その後，「つむじ」は別の団体の運営となっ
ている。現在では，ビエンナーレ事務局の職員として桑原かよ一人だけが就業してい
る。今後，就業の場の提供のほか，例えば町や公的団体の印刷物のデザインなどの仕
事を町在住のアーティストに発注することによる経済支援などを考えてもよいのでは
ないだろうか。
ウ　ボランティア
ビエンナーレを運営していくためにはボランティアは欠かせない存在である。既述
したように町内の多くの地域で，住民がビエンナーレの運営に協力してきている。ま
た，町外からも学生を中心とするボランティアが参加している。町外から来るボラン
ティアは若く，機動力があるが，町のことをよく知っているわけではない。このため，
来場者に町のことや道案内を尋ねられた時にうまく対応できないとのことである。従
来にも増して地元町民と町外ボランティアをうまく組み合わせた運営を図る必要があ
ろう。
写真８：「こずえが世界と出会うところ」（飯沢康輔，2013年）
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エ　恒久展示作品
ビエンナーレは２年に１回，１か月程度の開催に過ぎない。恒久展示作品を増やす
ことは，開催期間以外に中之条町を訪れた観光客等に対して，ビエンナーレを認識し
てもらうことにつながるであろう。現在，中之条町には約10作品が恒久展示されてい
るが，ビエンナーレをアピールする場をさらに拡充することも重要ではないかと考え
ている。
中之条町の中心部に位置する「つむじ」あるいはその周辺，または，中之条町を代
表する温泉地である四万温泉あたりにそうした場所が確保できればビエンナーレを知
ってもらう場となると思われる。
なお，常設で展示する場合には，展示場所の土地や建物の使用料や会場の開け閉め，
屋外展示の場合は，除草や清掃などの維持管理が問題となる。
ちなみに，妻有の場合は，当初は一時的な展示場所であったキナーレが現在では，
美術館となって常設の展示会場となっている。
恒久作品の展示については，妻有トリエンナーレ2012の総括報告書によれば，「既
存作品が老朽化し，その維持管理・改修費用が負担となっているのも現実である。」
とのことであり，展示を拡充していくことは，難しい問題ではある。（トリエンナー
レ2006の報告書によれば，同年で1,100万円を超える経費を要している。）
オ　他のアートプロジェクトとの競合
2014年11月12日付の朝日新聞は，「アートの祭り　成熟と課題と」と題する記事に
おいて，アートプロジェクトの数が増え，来場者数が伸び悩んでいる催しが出てきて
いることを指摘している。この点に関し，中之条ビエンナーレの総合プロディーサー
の山重によれば，イタリアではあちこちの町でこのような芸術に関する催しが開催さ
れており，日本でもまだまだ，増えてもよいのではないかと述べている。若い芸術家
の意欲は旺盛のようで，例えば，中之条ビエンナーレ，妻有トリエンナーレ，瀬戸内
国際芸術祭のすべて参加している作家もいるとのことである。
ただ，出展者の確保については，山重が持つ，芸術家とのネットワークによるとこ
ろが大きいようであり，質の確保も含めプロディーサーの存在は非常に重要である。
アートプロジェクトの数が増えてくると，マスメディアやホームページやフェイス
ブックなどのツールを活用してのPRや情報発信がますます重要となってくる。メル
マガ等により，来場経験者等を対象に，個人向けの情報発信を行ったり，アピールす
る取り組みも必要ではないだろうか。
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おわりに
高校生のときに，地元の中之条町でビエンナーレが開催され，芸術作品に触れたこ
とを契機に芸術の道に進み，今度は，自分がビエンナーレに出展してみたいと言って
いる若者が出てきているとのことである。町外の芸術家が町に来て，住民とふれあい
ながらビエンナーレというアートプロジェクトを展開して行くことで，町内からも芸
術に目覚める人が出てくる。まさに地域文化の振興，文化のまちづくりである。
現在，中之条町においては，「中之条ビエンナーレ2015」の準備が着々として進め
られている。すでに約300人・組の参加希望者の中から，継続参加や海外からの参加
を含めて130人・組が参加することが決定し，９月12日から10月12日までの約１か月
間にわたって５回目の中之条ビエンナーレが開催されることになっている。
また，今年，2015年は，「大地の芸術祭―越後妻有アートトリエンナーレ」の開催
年でもある。６年に１度回ってくる群馬・新潟県境を挟んでのアートの饗宴である。
今回，この二つの地域にどのような新しい芸術作品が繰り広げられるか大いに期待し
ているところである。
関係者の努力はもちろん，町当局や町民の皆さんの協力，支援のもと中之条ビエン
ナーレが今後とも長く続けられるて行くことを期待するとともに，ビエンナーレの継
続により，「地方創生」がいわれるなか，中之条町が「芸術の町」として，その存在
を国内外に広く知られ，町のますますの活性化が図られることを願望している。
（文中は敬称を略させていただきました。掲載写真はいずれも筆者撮影）
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